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県内木材消費量の増大

細
島
港

耳川広域森林組合では、細島港で消費される木材需要は、
「木材価格の下支えになっている」と効果を感じている。
原木の増産については、林家の担い手を集める必要がある
と、林業再生へ期待している。 （地元新聞記事から）

耳川流域を中心に集荷された原木や木製品が海外へ

重要港湾 細島港

耳川流域熊
本
県

32万㎥

40～50万㎥

2011年3月 2015年5月

大手製材工場将来計画

大手製材工場で
約２６０人の
雇用創出予定

港湾整備（国際物流ターミナル）
水深１３ｍ岸壁供用開始

港湾整備前（白浜地区）

2015 年7月～
2016 年6月

2016 年7月～
2017年6月

大手製材工場丸太消費量計画量

大手製材工場
新設集成材工場

（2016年4月稼働）
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細島港内に積み上げられた丸太

細島港の港湾整備や工場拡大状況

細島港内のバイオマス発電所

大手製材工場進出

数年前までは
未利用地であった

細島港白浜地区・工業港地区

大手製材工場内
原木製材状況

大手製材工場

白浜地区
工業港地区

商業港地区

国際物流ターミナル
（2015年6月供用開始）

大手製材工場
（製材の乾燥状況）

国際物流ターミナル
（2015年6月供用開始）

大手製材工場

大手製材工場木材消費量は
32万㎥から来期は40～50万㎥に拡大

細島港木材輸出量

（㎥）

中国

韓国など

台湾
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細島港は大手製材工場が進出し、

県内の木材の需要が増大

木材輸出量の増加

港湾内の工業用地の
空地がほとんど無くなる

細島港取扱貨物の増大や
工業用地造成の

更なる港湾整備に期待！

製材の端材等を再生可能エネルギーの一つ
であるバイオマス発電の燃料として利用


